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原則として、「萌出性歯肉炎」病名での、口腔内消炎手術にある「智歯周囲炎の歯肉弁切除等」の算定を認める。

歯科医学的な観点から、萌出性歯肉炎であっても、歯肉弁切除を必要とすることもある。

支払基金が公表している取扱いの全文

取扱いの趣旨

8 口腔内消炎手術②

〇 取扱い

〇 取扱いを定めた理由

《平成23年9月26日》

萌出性歯肉炎であっても、歯肉弁切除を必要とする場合もあることから、「萌出性歯肉炎」で口腔
内消炎手術「智歯周囲炎の歯肉弁切除等」の算定は原則として認められる。

【手術】

事例8 「萌出性歯肉炎」に対する口腔内消炎手術「智歯周囲炎の歯肉弁切除等」の取扱い 【認める事例】
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事例8 「萌出性歯肉炎」に対する口腔内消炎手術「智歯周囲炎の歯肉弁切除等」の取扱い

１ 棒グラフ（該当レセプトの審査結果）
口腔内消炎手術（智歯周囲炎の歯肉弁切除等）を算定しているレセプト１万件当たり、条件（萌出
性歯肉炎に対して口腔内消炎手術（智歯周囲炎の歯肉弁切除等）を算定）に該当するレセプト件数

グラフの見方

審査結果の概要

２ 折れ線グラフ
該当レセプトのうち、口腔内消炎手術（智歯周
囲炎の歯肉弁切除等）が査定・返戻となった割合

査定
審査委員

返戻

：取扱いどおり請求どおり

：検証が必要

【棒グラフ凡例】審査の結果

検証観点 特に検証を要する支部 備考

査定・返戻割合が高い支部 富山、静岡、石川、山口、埼玉、長野、愛知 査定・返戻割合の高い順

査定・職員契機 ―

査定・審査委員 静岡、富山、山口、長野、埼玉、愛知 対象１万件当たり査定件数の多い順

返戻 石川、静岡、東京 対象１万件当たり返戻件数の多い順

査定
職員契機

該当件数（全国） 萌出性歯肉炎に対して口腔内消炎手術（智歯周囲炎の歯肉弁切除等）を算定 4,454件

取扱いに基づく審査 請求どおり 4,439件

検証を必要とする審査 査定・返戻の計 15件

全国の査定・返戻割合 0.34％
検証を必要とする支部 8支部

【認める事例】
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事例8 「萌出性歯肉炎」に対する口腔内消炎手術「智歯周囲炎の歯肉弁切除等」の取扱い

【該当件数】 萌出性歯肉炎に対して口腔内消炎手術（智歯周囲炎の歯肉弁切除等）を算定しているレセプト件数

該当件数 126 37 90 67 33 35 71 103 79 90 264 162 467 204 128 19 34 35 42 183 239 165 451 40 24 57 167 136 11 20 15 29 37 166 50 20 46 52 6 160 40 56 41 43 20 52 42 4,454

査定・返戻件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15

2020年9月～2021年8月審査分

【認める事例】
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請求どおり 査定・職員契機 査定・審査委員 返戻 査定・返戻割合（右軸） （%）
請求1万件当たり
該当件数


